
⑤仲間の誘い方(中学校) 

『上手な仲間の誘い方』 

１．展開案 

過程 学習活動 教師の働きかけ 留意すること 

わ 

か 

る 

１．本時のめあてを知

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．モデリングを見て，

仲間の誘い方のポイ

ントを知る。 

【モデリング】 

Ⅰポイントを 

はずして 

Ⅱポイントを 

意識して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学校生活では，班やグループで活動すること

が多くありますが，仲間にうまく入れない，

自分からなかなか行動を起こせない友達がい

た時，みなさんはどんな行動をとったらよい

でしょうか。  

 

 

○授業を進める上での約束を確認します。 

 

 

 

 

 

○それでは，これから先生が２つの誘い方を実

際にやってみます。どちらの場面のどのよう

なところがよかったか，よく考えながら見て

ください。｢誘う役｣に注目して見ましょう。 

○どちらの誘い方がよかったですか。 

○２つ目の誘い方のどのようなところがよかっ

たですか。 

○仲間の誘い方のポイントをまとめましょう。

｢近付いて｣，｢相手を見て｣，｢活動内容を伝え

て誘い｣ます。その時，｢笑顔で｣，｢聞こえる

声で｣誘います。 

 

 

 

 

 

 

 

○最初の声掛けは，｢ねえ，○○さん｣｢○○さん，

あのね｣などが考えられますね。 

 

・｢仲間の誘い方｣のスキルを

身に付けることで，人間関

係がこれまで以上にうまく

いくことに気付かせる。 

 

 

 

・約束が必要な理由を添えて

説明する。 

 

 

 

 

・モデリングは，ポイントが

分かりやすくなるように演

じる。 

※モデリングシナリオ参照 

・言葉掛け以外の場面の観察

もさせる。(表情や身振りな

ど) 

・提示するポイント以外で生

徒から気付きが出たら，そ

れらも大切であることを伝

える。 

 

 

 

 

 

 

 

・イメージがつかみにくいポ

イントは分かりやすく例示

して伝える。 

 

や

っ

て

み

る 

３．仲間の誘い方のポ

イントに気を付けな

がら練習①をする。 

 

 

 

 

 

 

○誘い方を練習します。まず，練習①は『ジャ

ンケン集合ゲーム』を通して，誘い方のポイ

ントの大切さを体験してみます。 

 

 

 

 

 

 

・楽しく取り組ませ，ゲーム

の中で感じた気持ちを交流

することで，練習への動機

付けを図る。 

 

 

 

 

 

 

上手な仲間の誘い方の練習をしよう 

・恥ずかしがらない 

・冷やかさない 

・よいところを見つける 

【誘い方のポイント】 

・笑顔で 

・近付く 

・相手を見て 

・聞こえる声で 

・活動内容を伝えて誘う 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．全体で話し合い，

練習①を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

５．誘い方のポイント

に気を付けながら，

練習②をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．グループで話し合

い，練習②を振り返

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．仲間の誘い方のポ

イントに気を付けな

がら，練習③をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○１回目と２回目，それぞれどのような気持ち

になったか，聞いてみましょう。体験してど

のような気持ちがしましたか。 

○ふり返りシートに自己評価を記入しましょ

う。 

 

 

 

○４人組になって，ポイントに気を付けながら，

誘い方の練習②をしてみましょう。練習②で

は，モデリング②をそのまま練習します。 

○まず役割を分担します。始めに役割を決めま

すが，役割は交代してすべて体験します。 

○｢誘う人｣｢相手役｣は席を立って練習します。

練習ですので，誘われた人は｢ありがとう｣と

言って，仲間に入ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○練習②を振り返りましょう。｢観察役｣の２人

は５つのポイントができていたか，どんなと

ころがよかったか，具体的に振り返ってくだ

さい。５つのポイント以外でもよいところが

あったら，伝えてください。 

○ふり返りシートに自己評価を記入しましょ

う。 

○３回目の練習で，特に気を付けたいポイント

を決めます。ふり返りシートを見て記入しま

しょう。２回目の練習で全部できていた人は

６番目に新しくポイントを作ってもいいで

す。 

 

○では，練習③を行います。ワークシートの練

習③の欄を見てください。３つの場面を用意

しています。どの場面を練習するかは｢誘う

役｣の人が決めてください。 

・『ジャンケン集合ゲーム』

の２回目は練習①になるこ

とを伝えて，ポイントを意

識して行わせる。 

 

 

 

 

 

・ポイントを使って誘われる

とどんな気持ちになるかを

押さえる。 

・ふり返りシートを配布し，

記入させ，よかった点を振

り返らせる。 

※ふり返りシート参照 

 

・ワークシートを示し，場面

を説明する。 

※ワークシート参照 

・ふり返りシートとワークシ

ートは両面印刷をしておく

とよい。 

・｢誘う役｣｢相手役｣｢観察役

(２人)｣の役割を分担させ

る。 

・｢役は時計回りでまわす。｣

など，指示しておくとスム

ーズに練習できる。 

・練習でポイントを使って誘

うことができている生徒を

その都度褒める。 

 

・｢観察役｣には５つのポイン

ト以外でも，よいと思った

ことを伝えさせる。 

 

 

 

 

・最後の練習では，生徒自身

がどのポイントを意識して

練習に取り組むかを明確に

させ，練習への動機付けを

図る。 

 

・全員が終わったら，他の場

面に挑戦してもよいことを

伝える。 

・練習でポイントを使って誘

『ジャンケン集合ゲーム』 

  ・一斉に教師とジャンケンをする。同じものを出した人が１カ所に

できるだけ早く集まるゲーム。２回行う。 

・１回目は無言で，出したジャンケンを示すだけで集まる。 

・２回目は出したジャンケンを示し，｢○○さん，おいで｣｢○○さ

ん，こっち，こっち｣などと言ったり，手招きなどをしたりして

集まる。 



 

 

 

８．グループで話し合

い，練習③を振り返

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○練習③を振り返りましょう。｢観察役｣の２人

は５つのポイントができていたか，どんなと

ころがよかったか，具体的に振り返ってくだ

さい。ポイント以外でもよいところがあった

ら，伝えて下さい。 

○ふり返りシートに自己評価を記入しましょ

う。 

 

うことができている生徒は

その都度褒める。 

 

 

 

 

 

 

 

ふ 

り 

か 

え 

る 

９．学習のまとめをす

る。 

○今日は，｢相手役｣のみなさんは，気持ちよく

誘いを受けてくれましたが，断られるときも

あります。そのときの対応をワークシートに

まとめてあります。確認しましょう。 

○今日の活動を振り返ります。ふり返りシート

に記入しましょう。 

○今日は，上手な仲間の誘い方を練習しました。

相手が快く仲間に入ってくれるように，上手

に誘って，友達の輪が広がるといいですね。 

○これからしばらくチャレンジ週間を行いま

す。普段の生活の中で，今日の学習が生かせ

たかどうか，確認をしながら自分の人間関係

を築く力を向上させていきましょう。 

 

・ワークシートの下の段に注

目させ，誘いを断られたと

きの対応のヒントを伝え

る。 

・ワークシート・ふり返りシ

ートを回収する。 

・上手な仲間の誘い方のスキ

ルの意義を押さえ，定着化

の取組(チャレンジ週間)に

向けて，生徒の意欲を高め

る言葉かけをする。 

・チャレンジ週間の説明をす

る。 

※チャレンジシート参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．モデリングシナリオ 

 

モデリングシナリオ 
＊生徒 A 役は教師が行う。 

場面設定 

生徒Ａは，昼休みに数人で昨日のテレビドラマの話で盛り上がっていました。近くに本を読んでいるＢ君(さん)

がいました。Ｂ君(さん)とは前に同じドラマの話をして，盛り上がったことがあります。一緒に話ができればも

っと盛り上がるのではと思い，Ｂさんを誘いたいと思いました。 

 

モデリングⅠ はっきりしない誘い方で意思表示する 

 

 

モデリングⅡ ポイントを意識して誘う 

 

どちらの誘い方がよかったですか？ 

予想される反応：２つ目 

２つ目のどのようなところがよかったですか？ 

予想される反応：やさしかった，相手を見ていた，聞こえる声ではっきり言っていた  

        声を掛けていた，話し掛けていいか聞いていたなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒Ｂ ：(本を読んでいる。) 

生徒 A ：(その場から， B の方を見ないで，聞こえないような，小さな声，話す。) 

   生徒 A ：昨日の○○おもしろかったよね。 

生徒Ｂ ：・・・ 

生徒Ｂ ：(本を読んでいる。) 

生徒 A ：(笑顔で，Ｂの横まで行く， B の方を見て，聞こえる声で，はっきりと話す。) 

生徒 A ：ねぇ，○○君(さん)，今ちょっと話していい？ 

僕(私)達，昨日の○○の話をしているんだけど 

     よかったら，一緒に話さない？ 

生徒Ｂ ：ありがとう。(嬉しそうに) 

  



３．活用場面のアレンジ例 

｢⑤仲間の誘い方｣のスキルをどのような場面で用いるか，具体的な学校生活の場面をまとめました。ソーシ

ャルスキル・トレーニングを授業で行う際，モデリングやロールプレイのシナリオをアレンジするときの参考

にしてください。また，授業後に，スキルの定着化のための働きかけにご利用ください。 

 

・昼休み何して遊ぶか話しているとき，話に入ってはいないが近くにいる人へ 

・グループを作る場面で，一人でいる子へ 

・遊んでいるのを，近くで見ている子へ 

・楽しい話で盛り上がっているとき，近くで見ている子へ 

・休み時間ひとりぼっちでいる子へ 

・放課後や休みの日に友だちを遊びや習い事に誘うとき 

・遠足で弁当を一人で食べている子へ 

・移動教室のとき 

・係活動をするとき 

・部活動で遅れてきた子へ 

・部活動でグループを作るとき 

・クラスマッチのグループを決めるとき 

 

 


